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最近、盛んにレーザービームのコヒーレント

結合技術が研究されているが、そのほとんどが

CW ファイバーレーザーによるものである。フ

ァイバーレーザーでは、同一の空間モードが容

易に得られるため、時間位相を制御する事によ

って結合が可能である。一方、コヒーレント結

合の自由度には、波面の空間位置と角度、時間

位相と周波数帯域がある。これらを有効に活用

すると、波面や指向性が異なるビームの合成、

時間波形の異なる光パルスの相互変換や合成、

周波数の異なるレーザー合成による超広帯

域・超短パルス光発生や増幅が可能になる。こ

こでは、多次元のコヒーレント重畳を利用して、

レーザーパルスの波形を揃えてビーム合成す

る方法を提案する。 

これまで光の瞬時位相を記録再生する方法

1-3)により、チャープ光と超短パルス光の合成

を行う方法を実証した。この方法は、長い記

録・補償時間を有する特長があるが、結合効率

が記録時間に依存する。ここでは、周波数分解

を行いフーリエ成分相互を位相合成する事に

より、パルス幅に依存せず高い結合効率を得る

方法を紹介する。周波数分解２光波混合の概略

を Fig. 1 に示す。4-f 光学系を用いて、フーリ

エ位相を合成する。２光波混合には、２色露光

によるフォトリフラクティブ効果 4)を用いた。

CW 青色半導体レーザーによりキャリアを生

成し、中間順位に捕捉されたキャリアを赤外パ

ルス光により再び励起・拡散させる事により赤

外パルスの合成を行った。 

 
Fig. 1 Experimental setup for frequency resolved 

two-wave-mixing 
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